
社会福祉法人佛子園理事長 雄谷良成

「福祉で描くコミニュティ・デザイン」
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地域福祉とはいうけれど・・・

• GH（グループホーム）に移ってみました・・・
－半世紀来の本部所在地で受けたＧＨ反対運動

• 第二段階へ
－「障害の理解」から「個人の理解」へ

－総論賛成各論反対の打開

－施設を変えるのではなく地域を変える

⇩ 三草二木西圓寺へ
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平成１９年オープン

□就労継続支援B型（定員14名）

“デイサービス施設および温泉施設管理が授産”

カフェ・環境整備（特に温泉清掃）味噌漬物製造 etc.

□生活介護（定員6名）

□高齢者デイサービス（定員10名）

昼食 釜炊きご飯・目で楽しむ食事

入浴 天然温泉による入浴

講座 外部の専門講師を招いての趣味の講座 etc.
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西圓寺 Ｂｅｆｏｒｅ
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町の方には温泉を無料開放
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ボランティア

圏域住⺠

⾒学者

温泉客

西圓寺から始まる“町おこし”

⾼齢者

障害者

⼦供

野⽥町
住⺠

・働く場（ワークシェア）
・デイサービスの利⽤
・憩いの場

・働く場（就労継続Ｂ型）
・⽣活介護の利⽤・遊び場として

・駄菓⼦屋

・温泉の利⽤
・「市」の利⽤
・カフェの利⽤
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種別や業種を越える意味

• 高齢、障害、保育が起こす様々な化学反応

• 地域に開かれた魅力ある職場づくり

– 地域に評価されることで実感する生きがいやりがい

– 様々な種別を経験しスキルアップ

– 適材適所による離職率の大幅低減

– 求人やその後のミスマッチに効果大

• 多種別化による業務効率化
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「地域」とは何か？

• 「地域」とは、住民が

職員が地域の中で生きがいを感じるには、利用者の皆さんが
日常的に地域の様々な人や活動と深く係わりあっていることが
必要となる

継続性 密着性と

をもって生活する場所・区域のこと
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「Ｓｈａｒｅ金沢」福祉タウン構想 H25.4～

• 城下町、門前町、学園都市・・・

• 福祉による「わが街」再生

• Social Inclusion ＆Ｍｕｌｔｉｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ

• Positive Welfare
• 住み、通う人が何らかの役割を担い支えあう
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高齢者にやさしい都市とは？
Share金沢への応用

優しい都市

住 宅

交通機関

屋外

スペース

と建物

地域支援と
保健サービ

ス

コミュニケー
ション

と情報

市民

参加と

雇用

尊敬と

社会的包括

社会参加

「高齢者にやさしい世界の都市ガイド」
～１０／２００７－ＷＨＯ～
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・高齢者は均質な集団でない。
・年齢とともに個人の多様性が拡大。
・障害福祉も同様。

「積極的に貢献」→「主体性」
「参加型福祉」

高齢者や病気の人、障害のある人も
家族、仲間、地域社会に積極的に貢献できる

18



ＰＣＭ手法とは
Share金沢に活用された開発援助手法

• PCM(Project Cycle Management)
「住民参加型開発援助」

• プロジェクトの計画やモニタリング、評価をするために、
JICAなどが開発援助の現場で用いている手法

• 計画立案手法とモニタリング評価手法で構成

• PDM(プロジェクト・デザイン・マトリックス）というプロジェ
クトの概要表を用いて運営管理
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• 入居状況
– 平成26年3月26日オープン

• 全３２室２６年中に入居決定

• 大都市圏からの二次計画問い合わせ多数

– 決定総数３２組
• 県外１６組 （関東４,関西６,海外含むその他６）

• 県内１６組 （金沢市内１１,その他５）

• 単身・夫婦・男女割合
– 単身２５組 夫婦７組

– 男性１５、女性２４

• 年齢構成 （６０代３、７０代１３、８０代１５、９０代５、平均７８歳）

• 介護度（自立２９、要支援Ⅰ１、要支援Ⅱ１、要介護Ⅰ１、要介護Ⅱ６、要介護Ⅲ１）

22



• 入居決定理由

– 「他の高齢者施設も多く見学したが、介護度の高い高齢者が多く、自分はまだ
元気なので抵抗感があった。建物もいかにも介護施設といった冷たい印象だっ
た」

– 「Share金沢は色々な世代の人と関われる。建物も木造で温かい感じが気に
入った」

– 「自分の生活圏（買い物、医者、友達など）を変えずに安心付きのくらしを確
保できたこと」

– 「ペットと住める。全国でもペットと住めるサ高住はほとんどない」

– 「夫婦で入居できること」

– 「首都圏では、このような環境や間取り、価格ならすぐうまってしまうから、
急いで契約した」

– 「ライブハウス、カフェ、キッチンスタジオ、リラクゼーションのほか、来年
の温泉、レストランも楽しみ」

– 「この街なら働くことができるかもしれない」
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• 特徴
– 多世代＋障害・認知＋異文化交流などによる「化学反
応」

• サービスを受ける側、提供する側でない「双方向性」

– 全ての参加団体からは家賃を取らずにそれぞれの特性を
活かした応分の主体的活動による負担

• 街づくりへの主体的積極的参加や工夫を促す

• 学生向け賃貸住宅も格安家賃＋月30時間の主体的活動

– 住民はShare内の福祉サービスだけでなく外部サービス
も利用

• 介護報酬ベースのビジネスモデルではなく、個々に応じた活動保障が
可能

– 住民の自治活動
• 多世代協議による街の運営

• 共同売店やイベントの運営など
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